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「自分の未来を切り拓け！」

「生き生き協議会」は、東北中が誇る組織の一つです。これは、生徒一人一人が楽しく生き生きとした

生活を送れるように、様々な問題の中からテーマを決めて、自由に話し合い、その問題を解決していこう

とするものです。今回は第１回目として「ＳＮＳによるいじめをどのように防いでいくか」がテーマです。

その話し合いの様子を多くの教員が見守りました。下は、生徒の皆さんに参考にしてもらった資料です。

自主・自立そして行動へ 生き生き協議会
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生徒会本部が、話し合うテーマを説明しています 奉仕部長どうしの話し合い
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